
2023年 7月 23日（30週目)主日礼拝                 「Onenessの教会」(使徒 13:1-3) 
伝道運動をするかどうかがこの国の運命が変わるようになる。アメリカは、一時期は天国のような国であったが、今は福音が弱くなり、麻薬の過剰摂取によって死亡した人が 11

万人を超えた。ベトナム戦争によって亡くなられた人より、2 倍近くとなっている。かつては、イギリスやアメリカは、礼拝や伝道をする中で祝福をされてきた。祝福をされるか、祝福さ

れないかは礼拝して力を受けて伝道運動をするかにかかっている。教会が本格的に伝道運動にオールインをするべき時期にきている。 

私を祝福する者を主は祝福し、私を呪うものを主は呪う(創世記 12：1－3)。世の中の人たちが生かされるかは、私達が伝道するかによってかかっている。 

1.教会の使命―237 2.教会の Oneness―癒し 3.祈りのやぐら―サミット 

▲神様が与えられた使命は、全世界の人に福音を伝えることである。 

1)マタイ 28:18-20(それゆえ、あなたがたは行って、あらゆる国の人々を弟子としなさ 

い。そして、父、子、聖霊の御名によってバプテスマを授け、また、わたしがあな 

たがたに命じておいたすべてのことを守るように、彼らを教えなさい。見よ。わた 

しは、世の終わりまで、いつも、あなたがたとともにいます。) 

・全世界の人に福音を伝えることが出来るように。 

・人々が救われるかどうかは、伝道運動をすることによって成り立つ。 

2)マルコ 16:15-20(イエスは彼らにこう言われた。「全世界に出て行き、すべての造ら 

れた者に、福音を宣べ伝えなさい。信じてバプテスマを受ける者は、救われます。 

しかし、信じない者は罪に定められます。信じる人々には次のようなしるしが伴い 

ます。すなわち、わたしの名によって悪霊を追い出し、新しいことばを語り、蛇を 

もつかみ、たとい毒を飲んでも決して害を受けず、また、病人に手を置けば病人は 

いやされます。」主イエスは、彼らにこう話されて後、天に上げられて神の右の座 

に着かれた。そこで、彼らは出て行って、至る所で福音を宣べ伝えた。主は彼らと 

ともに働き、みことばに伴うしるしをもって、みことばを確かなものとされた。) 

・人間は、アダムとエバの子孫である。アダムとエバが罪びとになってしまった。 

・霊的な問題を持って滅びるしかないが、福音を信じる時に問題から解放される。 

・キリストを信じた時に問題は終わる。 

3)ルカ 24:46-48(こう言われた。「次のように書いてあります。キリストは苦しみを受 

け、三日目に死人の中からよみがえり、その名によって、罪の赦しを得させる悔い 

改めが、エルサレムから始まってあらゆる国の人々に宣べ伝えられる。あなたがた 

は、これらのことの証人です。) 

・キリストが、私達を救い出して下さった。 

・イエス・キリストを信じる時に私達を呪いから解放される。 

・キリストを伝えることが教会の使命である。 

▲悪魔は、教会の聖徒が一つにならないようにさせる。

私達が、一つとなり軍隊になったら伝道は易しいこと。 

１)使徒 13:1-2(アンテオケには、そこにある教会に、バル 

ナバ、ニゲルと呼ばれるシメオン、クレネ人ルキオ、 

国主ヘロデの乳兄弟マナエン、サウロなどという預言 

者や教師がいた。彼らが主を礼拝し、断食をしている

と、聖霊が、「バルナバとサウロをわたしのために聖別

してわたしが召した任務につかせなさい」と言われた) 

・バルナバは、教会の為に多く献身をした。また、 

パウを教会に戻ってくるように助けた。 

・ニゲルといわれるシメオンは、黒人である。 

・国主ヘロデは王の兄弟のように親しいマナエンが 

共に集って祈りをした。 

・共に集って祈り、共に伝道をした。 

・チームになって一つになると大きな働きが起こる。 

2)ヨハネ 13:34(あなたがたに新しい戒めを与えましょ 

う。互いに愛し合いなさい。わたしがあなたがたを愛 

したように、あなたがたも互いに愛し合いなさい。) 

・互いに理解し合い、赦し合い、愛し合うように。 

・理解し合う時に、相手との葛藤が無くなる。 

・小さいことでも、サタンに騙されないように。 

・イエス様の基準は互いに愛し合うことである。 

3)Ⅰコリ 12:26-27(もし一つの部分が苦しめば、すべての 

部分がともに苦しみ、もし一つの部分が尊ばれれば、 

すべての部分がともに喜ぶのです。あなたがたはキリ 

ストのからだであってひとりひとりは各器官なのです) 

・私達は、キリストにあって一つである。 

・悪魔の与えるつまずきに騙されないように。 

・妬みや葛藤はサタンが与えるものである。 

 

 

▲使命を果たす為には、祈

りのやぐらをもってこそ強

くなることが出来る 

1)プラットフォーム 

・祈りで力を受ける。 

・３９３の祈りをする時 

に強い影響力を与える 

2)見張り台 

 ・見張り台の祝福を頂く 

・光を放つようになる。 

3)アンテナ 

・強い教会になるように 

 

▲結論 

・祈りを出来るように。 

 ・力強く伝道するように 

・レムナントを強くする 



現場地教会（2023 年 7 月 23 日～2023 年 7 月 29 日） 
 

【賛美】 「イエスわが王よ」 

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ  

私は神のもの ゆえに神にささげん  御心のままにおさめよ 主イエスよ 

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ 

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ 

 

【使徒信条】 

 我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン 

   

【メッセージ】             「Oneness の教会」(使徒 13:1-3) 

  

【讃美】                   268 世界中にのべつたえよ 

                      

【祈り】  

①教会の祈りの課題 

 

※御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。 

②現場地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。 

③現場地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。 

 

【フォーラム・祈り】 

 

【主の祈り】 

 天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄 

えとは限りなくなんじのものなればなり。 アーメン 

 

 

 

 
御座の祝福を 

味わう 

（3•9•3 契約の

祈り） 

【吐いて】主は生ける神の御子キリストです。 

【吸って】いま神の御霊で満たしてください。 

【吐いて】御言葉の力が臨まれますように。 

【吸って】キリストの御霊で満たしてください。 

【吐いて】3つの呪いを解決する力が臨まれますように。 

【吸って】助け主聖霊様で満たしてください。 

【吐いて】聖霊様の力が臨まれますように。 

【吸って】3つの超越の力で満たしてください。 

【吐いて】御座の祝福・時空間を超える 237の光の力が臨まれますように。 

【吸って】3つのいのちで満たしてください。 

【吐いて】神の形・いのちの息・エデンの園の祝福が臨まれますように。 

【吸って】3つの空前絶後の祝福で満たしてください。 

【吐いて】空前絶後な私・教会・タラントが回復されますように。 

【吸って】3つの時代の祝福で満たしてください。 

【吐いて】牧師•重職者•レムナントの時代を味わう祝福をください。 

 
 
 
 
契約の祈り 
(主日礼拝) 

 

 

 

 

お知らせ 
 

 

1、世界レムナント大会(8 月 1 日～4 日)、 

世界リーダー修練会(7 月 27 日～29 日) 

2、東京ビジョントリップ 8 月 17 日～18 日 

3、バーベキュー交流会 8 月 26 日 10 時～ 

4、呼吸を祈りで味わう会 本日 14：30 3 階 

福音宣教教会 

主管牧師：御国イザヤ 

名古屋市中区栄 5丁目 23－8／tel:052-238-6003 

主日(日曜)1部礼拝 7:00 ／ 2部礼拝 10:00 ／ 3部礼拝 12:00 

 

 

 

 


